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1.研 究 目的 ・内容

InformationCo㎜unicationTechnologyの 活用 を行 った授業 の効率化 について研究をおこな う。

今 回 は授業 前の事前 学習評 価 と、授 業後 の学習効果 を よ り簡 易に評価 で きるシステムについて ま

ず重 点的に開発 ・評価 を行 うこととした。 当初オー プ ンソースであ るMoodleの 改良で対応 すべ

きであったが、よ り簡易 さを追求す るた め独 自のICT評 価 システムFree・Responseの 新規開発 に

変 更を行っ た。

2.研 究経過及び成果

【は じめに】教育 にお いて、 目標 、方略、評価 のループ は間断な く循環すべ きであ り、適時の形

成 的評価 が 目標設定 に肝要 であ る。授 業 中におい ては、学 生の表 情や挙手 な どで主観的形成 的評

価が な され 、授業前後 の小テ ス トな どが実施 され る ことも多い。また近年、携帯 メールやW曲 で

の評価 、ク リッカー に よる授業 中の評価や理解 度を把握 され る例 も散 見 され てい るが、購入費用 、

ク リッカーの配布 と回収、問題作成 な ど障壁 は低 くない。 これ よ り今 回我 々は学 内助成 を うけ、

平 易で無料 のア ンケー ト集計 システ ムの開発 を行 った。 【方 法1本 システム は無料 であ り、web

(http:〃m-stud¥infb/)上 に作成 した5択5問 と自由筆記1問 の質問に、利 用者 が入力 を行 うも

ので ある。1一教員 がweb上 で質 問 と選択肢 を入力 し、配布 ・提示用 に該 当ペー ジのQRコ ー ドを

取得す る。2一利用者 はQRコ ー ドを携帯電話 で読み込み質 問内容 が記載 され たペー ジへ誘導 され

るが 、スマ ー トフォンやPCで も利 用可能で ある。3,集 計結果 はweb上 で締切 を行 うと即時に集

計 され グ ラフ化 され る。 なお形成 的評価 を 目的 としてお り個人識 別機能 は備 えていない。【結果 】

現在 まで少 ない使用 経験で あるが 、2年 生 に使用 した ところ事前説 明な しで90%が 入力が行 え

た。授 業前の理解 度テ ス トや 、授業 中盤 の到達度、授業終 了時 の授業評価 、質 問な どが一元化 さ

れ使 用感 は良好であ った。問題点 として、配布資料へ のQRコ ー ドの掲載 、出席 が とれない、一

部 スマー トフォンでのQRコ ー ド認識 が困難、携帯電話が圏外 となる教室、同一学生による複数

回の回答 、回答デー タがダ ウンロー ドで きない 、無料 で利 用者 が限定 され ないための脆弱性 な ど

が問題 として上 げ られ た。【ま とめ1開 発途上で あ り、普及 には多 くの問題点 があったが、現在問

題 数 の増減 、回答デ ー タの保存 ・廃棄 な どが行 えるア ドバ ンス システ ムを鋭意開発 中である。他

方、無料 で平易に形 成的評 価がお こなえ る本 システ ムFree-Response(http:/!m-stud旗nfb/)の

可能性 には期待 が持 てた。
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3。 本研究 と関連 した今後の研究計画

現在、システムは鋭意改良中であり、より多くの教員の使用経験を集め真に有意なシステムの構

築に進めたいと考えている。また本システムは無料で利用できるため、他学教員の使用も求め本

学の教育的分野での先進性のアピールにとどまらず、多くの優秀な学生 ・研修医の獲得にも関連

づけたいところであります。

4.成 果 の発 表等
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